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メキシコ、予想通りの政策金利引き上げを決定

金融政策について

メキシコ経済の動向
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※上記の見通しは作成時点のものであり、事前の予告なく変更される場合があります。上記は、将来の市場動向を示唆・保証するものではありません。※巻末
のご注意事項等を必ずご確認ください。

政策金利の推移

（2012年12月17日～2015年12月17日）

インフレ率の推移

（出所：BloombergのデータをもとにＤＩＡＭ作成）

※インフレ率は消費者物価指数（前年比）を使用しています。

（出所：BloombergのデータをもとにＤＩＡＭ作成）

（2012年11月～2015年11月）

 メキシコ中央銀行は現地12月17日の金融政策決定会合において政策金利を3.00％から3.25％へ引き

上げることを決定しました。

 利上げ発表後、メキシコペソは対米ドルで小幅ながら上昇し、債券市場はもみあう展開となりました。

 米国の利上げに対応した利上げであることが明示されているため、今後も米国に追随して利上げを実

施する可能性が高く、メキシコペソは堅調に推移するものとみられます。また、債券市場は、短中期債を

中心に国債利回りに上昇圧力がかかる展開が予想されます。

今回のポイント

※政策金利は翌日物金利を使用しています。

メキシコ中央銀行は現地12月17日の金融政策

決定会合において、政策金利を3.00％から

3.25％へ引き上げることを決定しました。利上げ

は市場の予想通りであり、2008年以来約7年半

ぶりとなります。今回の利上げの背景としては、

インフレ率が歴史的に低い水準で推移している

ものの、同国の景気は内需を中心に底堅く推移

していることや、主要な貿易相手国である米国の

利上げ実施により、メキシコペソが対米ドルで一

段と減価することによる予想外のインフレ率の上

昇を回避したいことなどが挙げられます。今後も

米国の金融政策の動向を精査しつつ、慎重な

政策運営を行うと見込まれます。

11月の消費者物価指数は2.21％となり、市場

予想の2.27％を下回り、歴史的な低水準となりま

した。一方、先月にメキシコ中央銀行が発表した

7～9月期のインフレ報告では、2016年のGDP

（国内総生産）成長率の見通しが据え置かれま

した（2.5-3.5％）。また、2015年の7～9月期の

GDPは、2.6％と市場予想を上回り、国内の消費

が底堅いことが示唆されています。主要な貿易

相手国の米国の景気が堅調であることを反映し

て、同国の経済も拡大基調を維持しています。
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現地通貨
安

為替
レート

現地通貨
高

為替の推移

（2012年12月17日～2015年12月17日）

（出所：BloombergのデータをもとにＤＩＡＭ作成）

債券
価格

下落

上昇

金利の推移

（2012年12月17日～2015年12月17日）

（出所：BloombergのデータをもとにＤＩＡＭ作成）

※上記の見通しは作成時点のものであり、事前の予告なく変更される場合があります。上記は、将来の市場動向を示唆・保証するものではありません。※巻末
のご注意事項等を必ずご確認ください。

今後の市場見通し

※メキシコの金利は5年国債利回りを使用しています。

利上げは予想通りの結果でしたが、17日の

同国の市場では利上げ発表直後に、メキシコ

ペソは対米ドルで小幅ながら上昇し、債券市

場はもみあう展開となりました。

会合後の声明では、米国の利上げが一段の

メキシコペソ安に繋がるリスクを回避したい旨

が明示されたことから、今後も米国の金融政

策に追随し、追加の利上げを実施する可能性

が高いとみられます。

為替市場については、低水準で推移する原

油価格が下押し材料とみられますが、上述の

通り追加の利上げを実施する可能性が高いこ

とや、エネルギー産業を中心とした構造改革

の進展が下支えとなり、メキシコペソは堅調に

推移するとみています。

また、債券市場については追加利上げの可

能性があることから、短中期債を中心に国債

利回りに上昇圧力（価格に下落圧力）がかか

る展開が予想されます。

エネルギー分野を中心とした構造改革の進

展や、同国と経済上の結び付きが強い米国の

景気が堅調に推移していることから、同国の経

済も拡大基調を維持するとみられます。
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